
今
日
の
日
を  

愛
し
む
よ
う
に  

蝉
し
ぐ
れ

涼
風
に
　
く
ち
な
し
の
香
り
　
散
歩
道

な
で
し
こ
の
　
浴
衣
姿
に
　
と
き
め
い
て

青
空
に
　
入
道
雲
が
　
笑
っ
て
る

北
部
診
療
所
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 
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す
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経
営
環
境

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
意
図
的
無
責

任
財
政
は
子
ど
も
の
貧
困
や
非
正

規
労
働
者
の
増
大
を
も
た
ら
し
、

医
療
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
や
若

者
生
活
保
障
政
策
の
不
備
も
あ
い

ま
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
は
狭
め

ら
れ
、
医
療
で
は
受
診
控
え
、
介

護
で
は
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
難
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
日

本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
の

特
徴
は
、
法
人
経
営
に
も
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
決
算
の
概
要

２
０
１
６
年
度
診
療
報
酬
対
応

と
し
て
、
坂
総
合
病
院
、
長
町
病

院
、
泉
病
院
で
施
設
基
準
の
引
き

上
げ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
事
業

収
益
は
対
前
年
比
で
横
ば
い
で

す
。
と
り
わ
け
入
院
収
益
で
の
予

算
か
い
離
が
継
続
し
て
お
り
、
医

療
収
益
で
１
億
87
百
万
円
、
介
護

収
益
で
も
１
億
39
百
万
円
予
算
に

届
い
て
い
ま
せ
ん
。

専務理事
平賀　秀法

協会損益� 単位：百万円

科　　目 累計実績 予　算 増減額 前年度実績 増減額
〔事業収益〕 15,813 16,137 	 ▲324 15,776 37

入 院 収 益 8,901 9,248 ▲347 8,889 12
外 来 収 益 4,469 4,303 166 4,411 58
介 護 収 益 1,549 1,688 	 ▲139 1,610 ▲		61

〔事業費用〕 15,685 16,040 	 ▲355 15,726 ▲		41
人 件 費 10,127 10,362 	 ▲235 10,000 127
材 料 費 1,777 1,747 30 1,794 ▲		17
委 託 費 1,274 1,267 7 1,234 40
経 費 1,453 1,530 	 ▲		77 1,504 ▲		51
減価償却費 663 702 	 ▲		39 772 ▲109
消 費 税 333 371 	 ▲		38 354 ▲		21
〔事業利益〕 127 97 30 50 77
【経常利益】 147 83 64 81 64
特別損益 ▲		55 0 	 ▲		55 ▲43 ▲		12
〔当期利益〕 92 83 9 38 54

事
業
費
用
は
予
算
に
対
し
て

３
億
54
百
万
円
下
回
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
費
用
管
理
の
成
果

が
表
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
賞

与
を
予
算
通
り
支
給
出
来
な
か
っ

た
こ
と
を
厳
し
く
捉
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

事
業
収
益
は
１
５
８
億
13
百
万

円
を
確
保
し
、
設
備
投
資
や
人
件

費
を
抑
え
た
こ
と
に
よ
り
、
経
常

利
益
は
１
億
46
百
万
円
、
当
期
損

益
で
92
百
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
２
０
１
４
年

度
以
降
継
続
し
て
い
た
資
金
流
出

を
一
旦
止
め
る
こ
と
が
出
来
て
い

ま
す
。

期
末
資
金
残
高
は
13
億
69
百
万

円
と
な
り
、
期
首
か
ら
２
億
39
百

万
円
増
や
し
て
い
ま
す
。
事
業

キ
ャ
ッ
シ
ュ
は
10
億
25
百
万
円
と

な
り
、
安
定
し
た
資
金
運
営
を
行

う
た
め
の
目
安
と
し
て
い
た
10
億

円
を
確
保
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

支
出
が
抑
え
ら
れ
た
要
因
に
は
、

設
備
投
資
の
抑
制
や
金
融
機
関
へ

の
返
済
を
繰
り
延
べ
し
た
こ
と
も

認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
６
年
度
決
算
は
、
経
営

改
善
５
ヶ
年
計
画
で
強
調
し
た

「
収
益
増
が
見
込
め
な
い
中
で
は

支
出
構
造
の
転
換
が
不
可
欠
で
あ

る
」
と
の
認
識
が
端
的
に
表
れ
た

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
構

造
の
実
態
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、

改
善
す
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
全
事
業
所
・
職
員
が
一
体
に

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
引
き
続

き
求
め
ら
れ
ま
す
。
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２
０
１
７
年
度
の
経
営
課
題

昨
年
策
定
し
た
経
営
改
善
５
ヶ

年
計
画
は
、
支
出
構
造
の
見
直
し

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
６

年
度
は
委
託
契
約
の
見
直
し
や
宮

城
民
医
連
に
加
盟
す
る
法
人
の
配

送
業
務
を
県
連
物
流
セ
ン
タ
ー
と

し
て
統
合
し
た
こ
と
で
１
億
円
を

超
え
る
経
費
が
削
減
で
き
て
い
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
効
率
化

は
引
き
続
き
追
求
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

最
も
多
く
の
割
合
を
占
め
る
人

件
費
を
如
何
に
見
直
せ
る
か
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
既
存
の

年
功
制
の
賃
金
制
度
で
は
毎
年

１
億
円
を
超
え
る
人
件
費
が
増
加

し
、
経
営
に
与
え
る
影
響
は
容
認

で
き
な
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
刻
々
と
変
化
す
る
外

部
環
境
の
中
で
、
職
員
の
達
成
感

や
満
足
感
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

も
人
事
制
度
と
賃
金
制
度
の
見
直

し
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、

２
０
１
７
年
１
月
に
人
事
・
賃
金

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い

ま
す
。
既
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
基
づ
く
案
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ

り
、
医
師
集
団
で
の
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
職
種
の
制
度

設
計
を
２
０
１
７
年
度
中
に
行
な

う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

中
長
期
事
業
計
画
は
、
建
設
か

ら
30
年
以
上
経
過
す
る
泉
病
院
や

古
川
民
主
病
院
の
構
想
づ
く
り
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
個
々
の
構

想
論
議
で
は
法
人
経
営
に
与
え
る

影
響
が
大
き
く
包
括
的
に
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
ま
す
。

医
療
活
動
を
抜
本
的
に
見
直
す
判

断
を
す
る
に
は
、
法
人
と
し
て
の

医
療
活
動
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

俯
瞰
し
た
構
想
づ
く
り
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
７
年

度
中
の
策
定
が
求
め
ら
れ
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
予
算
に
お
い
て

も
必
要
利
益
を
確
保
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
経
営
改
善

５
ヶ
年
計
画
を
確
実
に
進
め
、
内

外
の
環
境
変
化
に
対
応
き
る
経
営

構
造
に
転
換
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

事業所別損益� 単位：百万円

事業収益 事業費用 経常利益

実績 予算 増減 実績 予算 増減 実績 予算 増減

坂 合 計 8,755 8,815 	 ▲	 60 8,555 8,689 	 ▲	134 165 88 77

長 町 合 計 2,554 2,577 	 ▲	 23 2,485 2,596 	 ▲	111 53 	 ▲	 43 96

古 川 1,067 1,072 	 ▲	 5 1,090 1,124 	 ▲	 34 	 ▲	 1 	 ▲	 23 22

泉 1,523 1,613 	 ▲	 90 1,524 1,602 	 ▲	 78 	 ▲	 8 1 	 ▲	 9

診療所合計 658 685 	 ▲	 27 676 699 	 ▲	 23 	 ▲	 17 	 ▲	 13 	 ▲	 4

歯 科 合 計 238 243 	 ▲	 5 230 237 	 ▲	 7 8 7 1

ケ ア Ｓ Ｔ 合 計 931 1,041 	 ▲	110 918 970 	 ▲	 52 17 70 	 ▲	 53

南光台包括 12 14 	 ▲	 2 48 49 	 ▲	 1 	 ▲	 9 	 ▲	 7 	 ▲	 2

事 務 局 0 0 0 90 1 89 	 ▲	 66 0 	 ▲	 66

協 会 合 計 15,813 16,137 	 ▲	324 15,686 16,040 	 ▲	354 147 83 64



お話しする井川氏

21
世
紀
職
業
財
団
の
井
川
資
英

氏
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
客
員
講

師
）
を
講
師
に
迎
え
、
テ
キ
ス
ト

「
職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
防
止
の
た
め
に
」
に
沿
い

な
が
ら
、
事
例
も
交
え
多
種
多
様

な
内
容
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
20
日
（
土
）
の
午
後
、
坂
総
合
病
院
教
育
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
各
事
業
所
（
５
ヶ
所
）
と
の
テ
レ

ビ
中
継
も
含
め
１
０
０
名
以
上
が
参
加
し
、
標
記
テ

ー
マ
で
２
０
１
７
年
度
第
１
回
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

部
下
が
ミ
ス
し
た
時
ほ
ど�

�

上
司
は
冷
静
な
判
断
を

ま
ず
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・

マ
タ
ハ
ラ
の
法
的
な
定
義
が
説
明

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
実
態

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
テ
キ
ス
ト
の
「
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

で
参
加
者
が
自
己
点
検
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
加
害
者
や
事
業
者

の
法
的
責
任
に
つ
い
て
、
事
例
か

ら
見
た
実
態
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当

し
な
い
も
の
（
○
業
務
遂
行
上
必

要
な
指
示
、命
令
や
正
当
な
注
意
・

叱
責
、
○
正
当
な
教
育
指
導
、
○

正
当
な
評
価
・
処
遇
、
○
相
当
性

を
欠
く
と
は
い
え
な
い
範
囲
の
も

の
）な
ど
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
司
は
部
下
が
ミ
ス
を

し
た
時
ほ
ど
カ
ッ
と
な
ら
な
い
冷

静
な
判
断
が
大
切
と
も
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
事
例
検
討

１
つ
の
パ
ワ
ハ
ラ
事
例
に
つ
い

て
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
登

場
人
物
の
同
僚
と
し
て
で
き
る
こ

と
、
職
場
の
チ
ー
ム
と
し
て
で
き

る
こ
と
、
組
織
（
病
院
）
と
し
て

で
き
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
、
そ

の
内
容
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表

し
あ
い
ま
し
た
。

発
表
内
容
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

に
つ
い
て
そ
の
都
度
講
師
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の�

�

基
礎
知
識
共
有
が
大
切

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
よ
う
な
研
修
会
の
定
期

的
開
催
な
ど
の
機
会
を
設
定
す
る

な
ど
し
て
事
業
所
全
体
で
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
基
礎
知
識
を
共
有
す
る

こ
と
の
大
切
さ
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
発
生
し
た
場
合
、
担
当
相
談

（
部
署
）
者
（
外
部
か
ら
の
担
当

も
１
つ
の
手
段
）
は
被
害
者
が
何

を
望
ん
で
い
る
か
を
き
ち
ん
と
把

握
し
て
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ

と
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

２
回
目
は
12
月
21
日
（
木
）
に

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

グループごとに検討その 1

グループごとに検討その 2他事業所と通信しての研修会風景

2017年7月21日（金） 厚生協会だより 第344号（4）



１
．
全
国
45
（
４
は

計
画
変
更
）、
東
北

14
、
宮
城
４
が
建
設

及
び
計
画
中

皆
さ
ん
ご
承
知
の

通
り
、
仙
台
港
に
仙

台
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
関
西
電
力
・

伊
藤
忠
合
弁
）
社
の

石
炭
火
力
発
電
所
が

６
月
12
日
に
火
入
れ

試
運
転
中
、（
７
月
20

日
に
は
石
炭
投
入
、

８
月
中
に
は
全
面
出

力
ま
で
の
試
運
転
後
）

10
月
か
ら
営
業
運
転

が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。当

初
住
民
説
明
会

は
開
催
し
な
い
姿
勢

を
堅
持
し
て
い
ま
し

た
が
、
急
き
ょ
夢
メ

ッ
セ
（
３
／
８
）、
汚

染
物
質
が
最
も
高
濃

度
で
降
下
と
予
想
さ

れ
る
多
賀
城
市
八
幡

地
域
で
２
回
、
12
日

（
水
）
に
は
七
ヶ
浜
町

で
説
明
会
を
開
催
。

し
か
し
、
環
境
影

響
調
査
（
ア
セ
ス
メ
ン

ト
）
が
必
要
な
11
・
25

Ｋ
Ｗ
基
準
を
下
回
る
11
・
20
Ｋ
Ｗ

で
、
ア
セ
ス
逃
れ
で
、
ア
リ
バ
イ

だ
け
の
説
明
後
、
予
定
通
り
の
操

業
開
始
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．（
仮
称
）仙
台
高
松
発
電
所（
石

炭
：
木
質
ペ
レ
ッ
ト
７
：
３
の
混

焼
、
四
国
電
力
＆
住
友
合
弁
）
は

現
在
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
審
査

中
８
月
に
仙
台
市
の
新
市
長
が
見

解
を
表
明
予
定
で
す
（
ア
セ
ス
を

し
て
も
環
境
基
準
を
満
た
せ
ば
、

建
設
中
止
で
き
な
い
仕
組
み
が
あ

り
、
だ
か
ら
こ
そ
き
っ
ぱ
り
と
し

た
発
言
の
で
き
る
市
長
が
切
望
さ

れ
ま
す
）。

仙
台
港
３
つ
目
の
バ
イ
オ
マ
ス

（
北
米
産
木
質
ペ
レ
ッ
ト
）
の
火

力
発
電
所
説
明
会
は
、
７
月
19
日

（
夢
メ
ッ
セ
）、
21
日
（
多
賀
城
市

民
会
館
）
で
開
催
。
も
う
一
社
打

診
も
あ
る
そ
う
で
す
。

３
．
な
ぜ
こ
う
な
る
の
か
？

①
電
力
自
由
化
で
の
西
日
本

（
60
Ｈ
ｚ
）
の
電
力
会
社
が
、
東

日
本
（
50
Ｈ
ｚ
）
の
地
域
に
発
電

所
を
作
っ
て
販
売
し
た
い
。
②
仙

台
港
に
輸
入
に
よ
る
石
炭
や
木
質

ペ
レ
ッ
ト
を
陸
揚
げ
で
き
る
。
③

（
女
川
原
発
や
福
島
原
発
の
被
災

で
、）
送
電
線
の
容
量
に
余
裕
が

あ
る
。④
被
災
地
は
土
地
が
安
い
。

⑤
工
業
用
水
が
あ
る
。
⑥
県
や
仙

台
市
が
企
業
誘
致
に
熱
心
。
⑦
１

㎞
圏
に
は
住
宅
地
が
な
い
。
な
ど

が
理
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
種
の
「
惨
事
便
乗
型
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
も
、
沖
縄
の
基
地
や
福
島

の
原
発
と
並
ぶ
「
犠
牲
の
シ
ス
テ

ム（
高
橋
哲
哉
）」と
思
わ
れ
ま
す
。

「
電
気
は
首
都
圏
、
利
益
は
関
西
、

汚
染
物
質
は
被
災
地
」
の
構
図
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
地
域
住
民
が
声

を
あ
げ
、
市
長
や
知
事
を
変
え
て

意
見
を
言
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

4
．
人
口
密
度
か
ら
み
た
発
電
所

の
存
在　
健
康
被
害
を
危
惧

関
西
電
力
唯
一
の
石
炭
発
電
所

は
京
都
府
舞
鶴
市
に
あ
り
、
人
口

密
度
は
２
４
１
人
／
㎢
。
四
国
電

力
は
徳
島
県
阿
南
市
と
愛
媛
県

西
条
市
に
石
炭
火
力
発
電
所
を

持
ち
、
人
口
密
度
は
そ
れ
ぞ
れ
、

２
５
７
人
／
㎢
。

一
方
、
仙
台
港
周
辺
（
公
害

協
定
を
結
ん
だ
立
地
地
域
の
そ
れ

は
）
仙
台
市
１
３
８
０
人
（
宮
城

野
区
３
３
４
８
人
）、
多
賀
城
市

３
１
８
０
人
、
塩
竈
市
３
０
８
０

人
、
七
ヶ
浜
町
１
４
０
０
人
、
利

府
町
７
９
４
人
、
名
取
市
７
９
３

人
。
神
戸
市
２
７
７
６
人
、
京
都

市
１
７
７
２
人
、
松
山
市
１
１
９
０

人
、
高
松
市
１
１
９
０
人
。

発
電
所
の
５
㎞
圏
内
の
人
口

は
、
東
北
大
学
長
谷
川
公
一
教
授

の
試
算
に
よ
れ
ば
、
宮
城
野
区　

50
，
８
３
８
／
１
８
８
，
８
１
７

人
（
26
・
９
％
）、
多
賀
城
市

５
９
，
５
９
５
／
６
２
，
９
３
２

人
（
94
・
７
％
）、
七
ヶ
浜
町

１
６
，
８
０
５
／
１
９
，
０
８
９

人
（
88
・
０
％
）、
塩
竈
市
２
１
，

９
８
４
／
５
４
，
９
５
９
人

（
40
・
０
％
）
と
さ
れ
、
そ
の
中

で
約
15
万
人
が
暮
ら
し
、
学
校
は

32
校
あ
る
そ
う
で
す
。

患
者
・
住
民
の
方
々
が
、
特
に

健
康
に
問
題
を
抱
え
た
弱
い
人
へ

の
被
害
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
河
原

田
先
生
が
32
校
の
校
医
を
さ
れ
て

い
た
時
、
東
北
電
力
の
石
炭
火
力

問
題
で
１
０
０
０
名
の
児
童
健
診

を
し
た
そ

う
で
す
。

広
瀬
・
水

戸
部
両
先

生
の
奮
闘

に
続
き
、
民

医
連
や
厚

生
協
会
で

働
く
医
療

者
の
出
番

の
と
き
と

思
い
ま
す
。

　県連の「石炭火力発電所問
題を考える会」事務局長の萩
原修部長に、石炭火力発電所
問題について寄稿していただ
きましたのでご紹介します。

世界中で縮小されつつある石炭火力発電所が、
� ��なぜ日本で、被災地でたくさんできるのか？

学習会の状況（坂総合クリニック 8階会議室）

（5）2017年7月21日（金） 厚生協会だより 第344号



「運命の出会い」
きっかけは2016年の泉病院忘年会。毎年恒例で演奏披露していた期間限定音楽
部の部長さん（すみれ子先生）が、休暇で不参加となり今年はどうするんだ？　と
いうことになっていました。そこに先だって姪の文化祭でマーチングバンドに魅せ
られたあさりが一人。ここに魅惑のコラボ誕生です。迷惑の間違いかもしれません。
折しもドラクエ30周年記念の年、音楽部はあさりを臨時部長にドラクエマーチン
グバンドを演目としてエントリーしました。日中業務を残業にして夜な夜な頑張り、
ある種のやり切った感はありながらも不消化感も残りました。

「通年活動部への昇格」
割とすぐにリベンジチャンスがやってきました。地域住民の方と音楽を通じて交
流するための「紫山音楽祭」に参加許可を頂きました。老若男女に楽しんで頂ける
曲選定から始まり、リコーダーと鍵盤ハーモニカの８人編成で、週１回ペースで部
活動を開始しました。４月29日、音楽祭は結果オーライなところもありますが大
成功でした。さらに長町病院健康まつりにも参加させていただけることになり、事
実上通年活動の部に昇進しました。

「リコーダーや鍵盤ハーモニカの魅力」
さすがに歌には敵いませんが、手軽さが一番の魅力です。１本持っていればいつ
でも旋律が奏でられます。先日は泉ヶ岳のスキー場あたりまで出かけて空と山に囲
まれて演奏してきました（うるさかったらごめんなさい）。自宅に楽器があること
も多く、初期コストがかからず、小中学生の時に吹いていますので最初から演奏に
参加できるのも大きな魅力です。

「癒しから野望へ」
働き盛りの大人が週１回集まって部活動をするというのはそんなに簡単ではない
と思いますが、音楽の魅力なのでしょうか。出席率は上々で、演奏の腕前も少しず
つ上がっているように感じます。私自身も最初はストレス発散になって丁度いいく
らいのことでしたが、もっと上手になりたいとか弾ける楽器を増やしたいだとか思
うようになりました。今年は準備不足で断念しましたが、来年は仙台医師会医家芸
術祭音楽部門にエントリーしたい！
入部希望の方がおられましたら、泉病院放射線科山口さや香（楽曲編成担当かつ
コンサートマスターです）宛にご連絡ください。

右から2番目が浅利先生

泉病院脳神経科 浅利　まみ

久しぶりの部活動
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